
ジュニアビレッジを軸に推進する
共創社会



企業概要
n商号 株式会社寺⼦屋根っこ塾
n所在地 神奈川県横浜市都筑区中川5-40-27
n創業 2021年7⽉1⽇ 創業（資本⾦10,000,000円）
n代表取締役 ⼤⽵千広
n事業内容 アグリアーツ®EdTEech学習システムを軸にした各種

教材・コンテンツ開発、⼩中学⽣向け擬似会社「ジュニアビレッ
ジ」の横浜市を中⼼とした拠点実装⽀援

n商号 グローカルデザインスクール株式会社
n所在地 静岡県牧之原市布引原1076-2
n創業 2018年7⽉5⽇ 創業（資本⾦7,000,000円）
n代表取締役 ⼤⽵千広
n事業概要
・アグリアーツ®EdTech学習システムを軸にした各種⼈材育成
プログラムの企画運営と「ジュニアビレッジ」地域実装⽀援
※神奈川県横須賀ジュニアビレッジを含む5拠点を運営
・企業向け研修・協働プロジェクト「コーポレートビレッジ」
・ビレッジローカルスタートアップ⽀援事業(受託事業）
・募集販売プラットフォーム事業



⼈と地域の未来を創る”ジュニアビレッジ“の取組み
アグリアーツ®による「⼈づくり」と⾷を通じた「コミュニティづくり」

アグリアーツ®EdTech学習システム
農業をリベラルアーツを捉えた
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異なる価値観を受け⼊れる
ことでイノベーションを誘起

「ジュニアビレッジ」
⼩中学⽣が主役の擬似会社

地域課題を解決
⼈⼝減少対策 教育改⾰ コミュニティの維持

⾃給率向上とフードロス削減
農業活性（⽣産コストに⾒合う農業の実現）

地域資源

⾃分の未来を⾃分で創る⼒を育成
仲間と共創し、地域のためにやりぬく体験を通じ
て、⾃分の得意や好きを⾒つけ、挑戦する
楽しさ（課題を乗り越える⼒）を実感

ウェルビーイング社会の実現-⾃分らしく⽣きる⼈で溢れる社会

異年齢、多世代が参加し
共創する場
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ジュニアビレッジを軸とした共創

未来を担う⼦ども達を社会全体で育て、持続可能な社会を共創

年間活動

フードロス削減、資源循環を実践する⼩中学⽣が主役の擬似会社
事業
報告

農業
体験

商品
開発

販売
体験

会社
経営☞

共創を通じてウェルビーイング価値を創出

地域の多様な
プレイヤーが⼈づくりに

関わる

商品購⼊により
フードロスを削減、エシカル消費を推進

2023年度11⽉現在

フードロス削減
（規格外野菜利⽤ベース）

270kg

⽣産者からの野菜購⼊量
（⽣産コストにみあう価格ベース）

800kg

売上を次年度
の活動資⾦へ



菊川ジュニアビレッジ
（静岡県菊川市）

浜松ジュニアビレッジ
（静岡県浜松市） 横須賀ジュニアビレッジ

（神奈川県横須賀市）

三鷹ジュニアビレッジ
（東京都三鷹市）

横浜ジュニアビレッジ
根っこ塾
（神奈川県横浜市）和泉ジュニアビレッジ

（⼤阪府和泉市）

共創でフードロス削減や地域活性に取り組む
規格外野菜も活⽤し、⼦ども達からできることをカタチにした特産品

各拠点年間1万個販売
を⽬標に活動



商品販売を通じて、エシカル消費を啓発



企業と共に進めるコレクティブインパクト事例
共創の輪が広がるほど、豊かな未来を創ることにつながる。⼦ども達と

できることから、豊かな未来を共創する仲間を増やす。

企業がオンライン販売のハブになり、
年に数回の定期販売を実施

企業宛⼀括納品社員の⽅が企業⽤
専⽤サイトより直接
申込＆決済



企業と共に進めるコレクティブインパクト事例
リーフサポーター企業として、⼦ども達と⼀緒に協働プロジェクトを進める。

⼯場の端材を使って完熟堆肥をつく
り、畑で活⽤。できあがった商品は

企業のノベルティとして活⽤。

プロボノとして、3ヶ⽉の販路
開拓プロジェクトを協働実施。

（⼈材研修の⼀環）

活動⽀援型商品購⼊プログラムリーフサポーター企業として、社員の皆さんが
ジュニアビレッジの活動に参加。SDGs達成に向けた実践の機会に。



⼀緒に共創の輪を広げていただける
企業様を募集しています︕

ご清聴ありがとうございました︕


